
大学教職員共通スキル
としてのデータ分析研修
９/３(水）13：00～16：30（受付開始12：30～）

＠兵庫国際交流会館 1階 Nadacom Station

大学コンソーシアムひょうご神戸 FD・SDセミナー

大学コンソーシアムひょうご神戸では、従来より内部質保証やIR等に関するセミナーを開催

してきました。また、 中央教育審議会の「知の総和」答申において、教育の質を評価する新た

な評価制度への移行が示されるなど、今後大学運営におけるデータ分析の重要性はますます高ま

ると思われます。

そこで今回は、IR担当者に限らず、広く大学教職員を対象に、“共通スキル”として身に付け

ておきたいデータ分析に関する研修を開催いたします。

本研修では、実際のデータ分析事例の紹介に加え、参加者が実際に手を動かしながら、代表値、

相関関係、単純集計やクロス集計といった基本的な集計・分析への理解を深め、各大学での業務

に活用していただくことを目指します。

※参加にあたっては、各自PCをご持参ください。

参加費
無料！

竹中 喜一氏 （近畿大学 IR・教育支援センター准教授）

専門は、高等教育学・教育工学。博士（人間科学）。民間企業の勤務を経て、2008年に学校

法人関西大学に専任事務職員として入職。その後、その後愛媛大学教育・学生支援機構教育

企画室特任助教、講師、准教授を経て、2023年から現職。2023年より山梨県立大学特任准教

授として教学マネジメントアドバイザーも務める。関西大学勤務時から約10年、教学ＩＲを

担当。著書に『シリーズ大学の質保証2学習成果の評価』（編著）、『大学SD講座4大学職員

の能力開発』（共編著）、『大学IR入門』（分担執筆・近刊）等がある。
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